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ホンナシ‘幸水'の栽培の現状に関する一考察[2 J 

一主に千葉県東葛飾地域におけるえき花芽利用について

加藤修*

3. 予備枝の育成法

(1)千 葉 県 に おける予備枝の 育 成法

今日幸水'の栽培にはえき花芽着生を目的と

した予備校の育成が不可欠となっている.千葉県に

おいても例外ではない.とりわけ， 主要産地の土壌

は関東ローム層からなる黒ボク土であり，えき花芽

、着生がきわめて不良なので，予備枝の育成は基軸的

方策となっている 黒ボク土では根が走りやすく，

新梢が徒長的に伸長し，新梢停止期の遅延が要因と

なってえき花芽着生が不良になりやすいからであ

る.すでに， 6月上旬から中旬にかけての誘引によ

り新梢伸長を抑制してやることがえき花芽着生に

好結果をもたらすことがわかっていたので，当初予

備校は誘引した枝の中から育成していた(千葉県 ・

千葉県農業関係技術会議 1972，関本 1972).しか

し，この予備校は主枝 -.i!T:主枝などから直接発生し

た l年生枝を用いるだけで，行き 当たりぼったりに

設けたものであり ，今日一般的となっているような

太さと長さを有する予備校は得られなかった.

今日，‘幸水'の予備枝には種々の育成方法が存

在する.千葉県東葛飾地域の生産農家に対して調査

を行ったところ，その状況が明らかとなった(図 2~

6，表 6) .本稿では各育成方法を A式， B式など

と名付けて分類を行った.その結果， A~F 式の育

成方法が認められ，そのうち A~D 式の 4 つの方法

が主体でそれぞれ 21~26%の生産農家が行ってお

りほぼ均等の割合で、あった.また， 78%の生産農家

が複数の方法を採用していた.その内，2つの方法

を用いる生産農家は 44%，3つは 16%，4っすべて

も8%認められた(資料省略) .複数の方法を行う

中で，最も実施頻度が高いのは A式， C式， D式で

それぞれ 25~26%で5あった 一方 ， 1つの方法しか

行わない生産農家は 32%で特定の流儀に固執する

傾向も認められた.また，同一の生産農家でありな

がら園主と後継者ではまったく異なる育成方法を

-千葉県東葛飾農林娠輿センター (ShuKato) 

表 6 予備校育成法実施状況調査 1) (2006年)

A式 B式 C式 D式 その他
(%) (%) (%) (%) (%) 

実施2) 25 21 25 26 2 

最高3) 26 20 26 25 2 

1)千葉県市川市，鎌ケ谷市，船橋市，松戸市，柏市，野
岡市の生産農家260名に対して実施
2)実施してしも方法，複数の回答あり
3)複数の方法を行う中で最も実施頻度が高い方法

行っている例も見受けられ，父子間で技術が必ずし

も伝承されていなかった.

以下に，主な予備校の育成方法について特徴を述

べる.

1)A式 (図 4)

A式は予備校候補のl年生校を枝長の 30%程度残

して切り返し，仰角 45~600 程度に誘引し，先端か

ら発生した l本の新梢のみを伸長させて育成する.

利用するのはl年生部位のみであり太い長果枝が得

られるが，千葉県で一般的な黒ボク土の闘ではえき

花芽が着生しにくく，年によってはほとんど側枝更

新に使用できない場合もある. 2年生部位が短いの

で棚付けがやや難しい.

A 式は埼玉県において考案された予備枝育成方

法(水戸部ら 1991)が千葉県においてやや変化した

方法である.近年，黒ボク土においても行われ，し

かも長さが短く誘引仰角が高くなったのは，樹の加

齢とともに樹勢が低下しているので強い予備枝が

必要となったためと推察される.埼玉県での開発当

初は 1m程度の l年生枝をその枝の色が黒色から

赤色に変わる位置の芽で切り返すとされたが，芽の

位置の見極めが難しかったので切り返し位置の目

安を校長の割合で表すこととなった.すなわち，

20~50%程度残して切り返し誘引角度は 45
0

とさ

れた.

なお，埼玉県における予備校育成方法開発の概略

は以下のとおりである.1955~1960 年頃，千葉県に

0369-5247/08/￥500/1論文/JCLS
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l.A式

1年生枝(冬期の状態)

せん定時には30%
程度残して切り返
し， 仰角45~600

程度に誘引する

ー→ 。/→
2. B式

1年生枝(冬期の状態)

せん定時には30~

40%残して切り返し，

直立のままとする

3. C式

1年生校(冬期の状態)

せん定時には40%
程度残して切り返
し，仰角 30~450

に誘引する

ー今

4. D式

1年生枝(冬期の状態)

せん定時には

40%程度残し

て切り返し，仰
角 30~450 に

誘引する

ー今

開花後は予備枝先

端の新梢1本のみを
強く伸長させる

6月に倒さなし、

....，砂

開花後は先端の新

梢1~2本のみを強
く伸長させる

他の新梢は適宜摘

心する

6月中旬頃に予備

校ごと号|し、て倒す

完成した予備枝を棚付けした状態・

えき花芽が着生する

。一一

、
完成した予備枝を棚付けした状態

短果枝とえき花芽が着生する

開花後は先端の新
梢1~2本のみを強
く伸長させる

他の新梢は適宜摘

心する

6月に倒さない

ー今

開花後は先端の

新梢1~2本のみを
強く伸長させる

他の新梢は適宜

摘心する

完成した予備校を棚付けした状態

短果枝とえき花芽が着生する

校備予
す

頃
柑

旬
い一円四

↓

氏
u

h

v

」

....，炉 ー今

完成した予備校を棚付けした状態:

短果枝とえき花芽が着生する

図 2 千葉県で行われている主な予備枝育成法

調査実施地市川|市，鎌ケ谷市，船橋市，松戸市，柏市，野岡市 予備校育成枝から予備校を育成する場合の図示は省略した
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1. E式(8式の発展型)

l年生枝(冬期の状態)
日
F

ま
新
み
唆

後
の
向
山
川

5

花
端
口
強
杭
』

開
先
梢
を
さ

せん定時には30%
程度残して切り返
し，仰角60。程度

に誘引する

→。/→
2. F式

せん定時には60~
l年生枝(冬期の状態 80%残して切り返し，

直立のままとする

ー今 -4砂

6月頃に少し
誘引して倒す

ー今

完成した予備校を棚付けした状態:
えき花芽が着生する

0一一

開花後は先端の新
梢1本のみ伸長さ

せる

他の新梢は適宜摘
心する

6月に倒さない
完成した予備校を棚付けした状態:
短果校が着生する

ー今

調査実施地市川市，鎌ケ谷市，船橋市，松戸市，柏市，野田市

図3 図2を除く千葉県で行われている予備校育成法

予備校育成枝から予備校を育成する場合の図示は省略した

図4 A式の予備校(冬期のせん定後)

対して‘長十郎'の販売で苦戦していた埼玉県では，

当時の新品種‘幸水'に活路を見出そうと， 1963， 

1964年頃から生産農家，普及員，研究者が結集して

‘幸水'のせん定法の技術開発が進められた(町田

1997，西尾 2003) .埼玉県鴻巣市の生産農家河野

当ーは，主枝先端の花芽着生の状態を側枝に取り入

れようと，予備校を設けて(予備校という用語は用

図5 B式の予備校(冬期のせん定後)

いていなし、)，それから育成した長果枝のえき花芽

に結果させようとするなど，多くの人々により次々

と新しい方法が生み出された.いずれも短果枝主体

の仕立て法から予備校を利用する長果枝主体のせ

ん定法に切り替えようとするものであった.その後，

総合助成試験「ナシ新品種の整枝せん定の基準化に

よる生産力の向上に関する試験J (栃木県農業試験
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表 7 幸水における予備校の発生位置と
先端 1年生枝の直径，枝長および花芽率

予備校の
発生位置 直径

(cm) 

側枝・正常芽 1.23 
側枝・潜芽 1.26 

亜主枝・潜芽 1.24 
1)石閏(1979)から作成

1978年

枝長
(cm) 

119.1 

122.3 

118.9 

1979年

花芽率 直径 校長
(%) (cm) (cm) 

37.3 1.33 130.5 

26.6 1.39 143.8 

22.3 1.30 138.6 

場他 1988a)などを経て完成に至った.近年では 33

年生樹のような高齢樹に対しては，基部の太さが 11

mm以上の 1年生枝を 30%残してせん定し， 45
0

程

度に誘引すると良好な予備枝が得られるとされて

いる(長野県南信農業試験場他 2003) . 

2)B式 (図 5) 

B 式は 1年生枝を校長の 30~40%程度残して切り

返し直立とし， 5 月には摘心を行って先端の 1~2

本の新梢のみを伸長させ， 6月に予備枝ごと仰角

30
0

程度に誘引を行う.えき花芽の着生は安定して

良好であり ，2年生部位にも短果枝が着生するので

いずれの花芽も利用できるが年生部位が細くな

る場合がある.えき花芽着生の良否は予備枝の発生

位置で異なり，側枝の正常芽から発生した 1年生枝

を用いて育成したものが最もえき花芽率が高く，側

枝の潜芽がこれに次ぎ，亜主枝の潜芽が最も低い

(石田 ・北口 2001，表 7).また，予備校育成枝(い

わゆるうで部)から育成した予備枝はさらにえき花

芽着生が良好となることが知られている.

B式は 1986年頃千葉県農業試験場(現千葉県農

林総合研究センター)の石田時昭技師によって考案

された千葉式とも呼ぶべき方法である(石田 1986). 

この方法は A式が元となって開発された.A式は千

葉県の黒ボク土においては長大化してえき花芽着

生が不良で、あったので，新梢のみを誘引したがやは

りえき花芽着生が不良で、あった.良策を考えあぐね

ていたところ，千葉県富里町(現富里市)の生産農

家栗原虞徳の「せん定時に誘引をやりそびれた予備

枝を 6月に誘引したら良いえき花芽が着いた」との

情報が寄せられた.それがきっかけとなって検討が

重ねられ，最終的には予備校はせん定時に直立とし

その後予備枝ごと仰角 30
0 程度に誘引する方法が

最良と判断された(石田 ・北口 2001，栃木県農業

試験場他 1988b).すなわち，黒ボク土では l年生

花芽率
(%) 

34.5 

28.3 

25.8 

枝を短く残して切り返すと，強い新梢が多

数発生するうえに先端を除く新梢に対して

摘心を行っても予備校部が太くなりすぎる

ので，長めに切り返し 6月に誘引すると長

大化せずえき花芽着生が促進されることが

わかった. したがって， B式は千葉県果樹

栽培標準技術体系(赤ナシ ・青ナシの部)

(千葉県・千葉県農林技術会議 1987)に採

用されて以来，今日においても同標準技術

体系(ニホンナシの部) (千葉県 ・千葉県農林技術

会議 2004) に記載されて岡県の基軸的技術となっ

ている.

近年， ‘幸水'は，樹勢の低下とともにえき花芽

が比較的着生しやすくなっていることや5月の摘心

と6月の誘引が摘果など他の管理作業と労働競合す

る理由から，この方法は以前ほどは盛んに行われな

くなった.

しかし最近， B式を模した E式(図 3) を行 う

生産農家が増えている.この方法は 6月の誘引をわ

ずかに行えばよく，容易に育成できる特長がある.

ただし，えき花芽着生の安定性は不明でらある.

3) C式 (図 6) 

C式は l年生枝を枝長の40%程度残して切り返し

仰角 30~450 程度に誘引し， 5月には摘心を行って

先端の 1~2 本の新梢のみを伸長させるが，生育期

中に誘引は行わない.これは‘長十郎'や‘豊水'

などの品種で用いられる従来の方法とほぼ同様の

育成方法であるが，せん定時の誘引仰角がやや高い

点などが異なる.えき花芽の着生はやや不安定で、あ

る.短果枝とえき花芽が着生し，いずれも利用でき

図6 C，D式の予備校(冬期のせん定後)
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表 8 幸水の予備枝の性状1)

l年生部位 2年生部位
育成法枝長 直径 えき花芽数 校長短果校数

(cm) (mm) (個) (cm) (個)

A式 141 15.8 9.3 

5.1 

B式 134 13.8 12.2 47 2.2 
9.03) 4.6 

C式 125 14.7 15.9 52 2.4 

12.5 4.9 

D式 134 14.2 20.2 47 3.2 

1)黒ボク土に植栽された23年生樹2樹を供試
2)側枝に使用不能な予備校の割合
3)下段は校長100cm当たりの数

、る.

4) D式 (図 6) 

D式は1年生校を校長の40%程度残して切り返し

仰角 30~450 程度に誘引し， 5月には摘心を行って

先端の 1~2 本の新梢のみを伸長させ， 6 月の誘引で

予備校を水平近くまで十分に倒す.短果枝，えき花

芽の着生とも良好でいずれも利用できる.えき花芽

着生が不安定で、あったC式の欠点を6月の誘引の実

施により補った方法である.しかし，この方法はせ

ん定時と 6月の 2回にわたり誘引を行う必要がある.

5)その他

前述のE式に加えてF式の育成方法もわずかなが

ら行われている(図 3) .直売場などにおいて食味

の良好な果実を販売したいとの考えから，短果校の

着生のみを狙って育成する. 1 年生枝を 60~80%程

度残して弱めに切り返し直立とし，先端から発生し

た新梢のみを伸長させ途中の新梢は適宜摘心を行

う F式は千葉県白井市，印西市などの一部の生産

農家が行っており，白井式とも呼べる方法である.

(2)各予備枝育成法の比較とその選択

以上の育成方法はそれぞれ特長があり，栽培を遂

行するうえで選択肢にできる.いずれの方法が黒ボ

ク土の園に適しているか，千葉県市川市の現地ナシ

闘の‘幸水， 2樹 (23年生)を供試し，同一樹の中

で A~D式の 4 つの方法により予備枝を設けて完成

後の性状を比較してみた(表 8).検討を行った 2007

年はえき花芽着生が著しく良好な年で、あったので，

各方法とも多くの短果校とえき花芽が着生した.D

式は l予備校当たり花芽数の合計が約 23個と異常

に多かったが， C式は約 18個と中庸であり受粉や

花芽数
合計
(個)

9.3 

14.4 

18.3 

23.4 

使用
不能率2)

(%) 

27 

10 

。
。

着果管理などの管理が比較的容易と

推測されるので良好な予備校が育成

できたと言える.B式は約 14個とほ

ぼC式と同様の結果で、あったが，側

枝に使用できないものも認められた.

A式の花芽数は約 9個と少ないうえ

に花芽数不足から側校として使用で

きないものが約 30%認められたが，

太く強し、 l年生部位が得られた.こ

の結果からは D式， c式， B式， A

式の順にえき花芽着生が良好と考え

られた. したがって，黒ボク土の成

木で予備枝の設置をするにあたって

は，枝勢が9齢、主幹付近から主枝 ・

亙主枝の中央部付近には生育期中に誘引を行う D

式， B式が，枝勢が比較的弱い主枝・亜主枝の中央

部付近から外周部には生育期中に誘引を行わない

C式， A式が適していると推察された.

ただし，えき花芽着生が著しく不良な年において

はこれらの性状は一変すると考えられる.

これまで千葉県で行われている‘幸水'の予備校

育成方法をいくつか紹介してきた.この他にも各県，

各地域にはそれぞれの環境に適合した優れた方法

が存在するものと恩われる.しかし， A式が良く B

式は不良である，あるいはその反対である，といっ

たようにーか八かの議論ではなく，せん定の実践に

おいていかなる方法を取捨するかは以下について

総合的に検討して臨機に使い分けすることが何よ

り重要である.と同時に，それらの中間的方法の存

在を認め価値を見出すのが現実的である.

①倶u枝更新の必要性の程度と目標とするえき花芽

(長果校)の比率

②樹のえき花芽着生の程度

-土壌の種類(とくに，黒ボク土か否か)，水回転

換園か否か，地形，標高，日射の良否などの栽培

環境

・樹齢，樹勢，仕立て法(主校数，亜主枝の有無お

よび数や一文字整枝， H形整枝の別など)，中間

台木の有無あるいは品種，植栽間隔，樹冠内の位

置など新梢停止期の早晩の影響

③予備校候補の l年生校の性状および発生位置

-長さ，太さ，えき花芽着生の有無(とくに切り返
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し位置の芽) ，予備校育成枝の有無

-発生位置(主枝か亜主枝か，芽の種類と位置〔表

7) ) ，樹冠内の位置(主幹付近，外周部付近，

これらの中間部) ，主校 ・亜主校上の位置(背，

腹，横)

④投下可能な労働力の質と程度

⑤①，②と関連して，樹勢強化の必要性の有無ある

いは程度
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耕起管理法の違いがE熱帯作物根内におけるアーパスキュラー菌根薗 (AMF)の多様性に及ぼす影響

Alguaci 11， M. M. E. Lumini 1， A. Roldan， ]. R. 

Salinas-Garcla， P. Bonfante1 and V. Bianciotto 2008. 

The impact of tillage practices on .arbuscular 

mycorrhizal fungal diversity in subtropical crops. 

Ecol. Appl. 18 (2)・527-36.

不耕起や部分耕起など環境保全型の耕起管理は，土壌表

面を覆っている作物残澄を利用した管理に基づいており，

土壌侵食や撹乱といった問題を最小限にすることができ

る.このような環境保全型耕起管理の利用が，これからの

持続的農業に注目されている.AMFは土壌構造や植物の養

分状態の改善，とくにリン酸吸収を促進することが知られ

ている また，自然生態系における植物の多様性や生産性

は土嬢中の AMFの多様性によって著しく影響することが

報告されている.それゆえ，農業をするにあたって根内に

おける AMFに関する情報が重要となる.実際，土壌耕起と

いった農業管理は，植物根に感染するための AMFの菌糸の

ネットワークを崩壊させてしまう .結果として，植物根へ

の感染が著しく減少し，土壌からの養分吸収も低下させて

しまう.これまでに，温暖 ・熱帯地域における馴Fの多様

性や構造に対する土壌耕起の影響がいくつか報告されて

いるが，亜熱帯農業生態系での耕起といった農業管理が

AMFの多様性に及ぼす影響についてはまったく情報がな

い.そこで，本研究の目的はE熱帯地域において異なる耕

起管理が，数種類の作物に感染した AMFの多様性に及ぼす

影響を明らかにすることとした.

本研究はメキシコの北タマウリパスの実験回場におい

て 4 つの異なる耕起条件下 (Moldboard plow法，

Subsoil-bedding plow法， Shred-bedding plow 法，不耕

起法)で栽培したトウモロコシ，インゲンマメ，ソルガム

の根に共生した AMFの多様性を，分子生物学的手法を用い

て調査した

本研究の結果から 10グ〉レープの AMFが検出され，これ

らは 3つの科(Cigasporaceae，Clomaceae， Paraglomaceae) 

に属していた.すべての作物根内には Clomus属が優占し

ていた.また， 3つの耕起法の違いによる AMFの多様性の

違いはあまりみられなかった.MDS解析と対数線形飽和モ

デノレでは， AMFの多様性が耕起法，宿主植物によって著し ‘

く影響を受けることが示唆された.とくに，不耕起条件下

では宿主作物の違いにより馴Fの多様性が著しく異なっ

た.さらに，耕起耐性があると考えられる特異的な馴F

が存在する可能性が示され，農業管理が直接，または間接

的に AMFの多様性に影響することが再確認された.

本研究の結論として，農業生態系における AMFの多様性

はかなり低いものであり，耕起といった農業管理によって

特異的な馴Fが選抜する可能性が明らかになった.今後，

持続的作物生産を考慮すると，亜熱帯干条件下での AMFの多

様性を促進する耕起管理を明らかにすることは重要であ

り，このことは農業生態系の長期的な持続性に寄与すると

考えられる.

(日本大学大学院生物資源科学研究科作物学研究室

肥後昌男)
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